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茨城交通湊線存廃で講演会 

存続にあふれる熱気 ひたちなか 

 ひたちなか市内を走る茨城交通湊線の

存廃問題で、廃線の危機を乗り越えるた

めの全市的な盛り上げを図る「湊線を存

続させるための講演会」（湊鉄道対策協

議会、おらが湊鐵道応援団主催）が二十

七日、同市青葉町の市文化会館で開かれ

た。地方鉄道の可能性に関する講演や湊

線の利用増に向けた斬新な提案などが行

われ、会場は存続に向けた熱気に包まれ

た。 

 湊線を考える集会は三月に旧那珂湊地

区で開かれたのに続き二回目。定員四百

人の会場は満杯で、市民の高い関心をう

かがわせた。 

 冒頭で同協議会長を務める本間源基市

長は「市民のために残していかないとい

けないが、一方で支えるのも市民。公共

交通を残していくのは地域の使命だ」と

あいさつ。茨城交通の竹内雄次常務は事

業者としての一層の経営努力を強調した

上で「市民、行政により主体的に参画し

ていただく形をつくっていかないといけ

ない」と述べ、分社化の検討も行われて

いると説明した。 

 基調講演した大東文化大の今城光英副

学長は苦境が続く地方鉄道の中でも存

続・復活の動きが出ている現状を説明。

「社会的なインフラである鉄道をぜひと

も新しい時代に活用してほしい」と呼び

掛けた。 

 第三セクターとして存続を実現した富

山県にある万葉線の吉田千秋総務課次長

は市民、行政、事業者が一体になった取

り組みを説明し「みんなで頑張ればどう

にかなる」とエールを送った。 

 県、市から委託を受け湊線再生の調査

を行ったライトレール社の阿部等社長は、

利用促進に向けて良好な線路状況を踏ま

えたスピードアップによる本数増加を提

起。勝田駅東口から直接ホームに入れる

改札の新設なども提案した。 

 最後に、旧那珂湊地区にある県立高校

三校の生徒が「通学になくてはならない

鉄道」「愛着ある電車として走り続けて

ほしい」などと訴えた。 
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湊線存続次々訴え 

ひたちなかで講演会 

 廃線話が浮上している茨城交通湊鉄道

線（勝田―阿字ヶ浦）の存続を訴える講

演会が２７日、ひたちなか市で開かれた。 

 沿線住民らでつくる「おらが湊鐵（て

つ）道応援団」と、市や県などが参加す

る「湊鉄道対策協議会」が、市民に湊線

の必要性を理解してもらおうと企画した。 

 大東文化大の今城光英副学長は、欧州

各国で地方鉄道が見直されていることや、

国内各地で廃線の危機にある鉄道の現状

を紹介した。「地方鉄道は地域の社会的

インフラで、地域が一丸となって支える

視点が大事」と話すと、市民は真剣に耳

を傾けていた。 

 続いて、会社員の大内秀一さんらが湊

線を応援するイメージソング「季節の

風」を披露。湊線沿線の高校に通う生徒

らが壇上から存続を訴えるなどした。 

 参加したひたちなか市相金町、主婦鎌

田美津子さん（６０）は「車を運転でき

ないので廃線は困るし、愛着があるので

いつまでも残して欲しい」と話していた。 
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茨交湊線の存廃問題： 

現状や活性化策、住民ら耳傾け 

－－ひたちなかで講演会 

 茨城交通湊線（勝田－阿字ケ浦、１

４・３キロ）を存続させようと、ひたち

なか市や市商工会で作る湊鉄道対策協議

会などが２７日、同市の市文化会館で講

演会を開催した。有識者らが説明した湊

線の現状や活性化策に、駆け付けた住民

らは熱心に耳を傾けた。 

 講演会で、県と市から同線の再生に向

けた調査委託を受けているコンサルティ

ング会社「ライトレール」の阿部等社長

が独自案を披露。本数が少ない点や終電

が午後１０時２０分と早いことなど問題

点を指摘し、「増便や団地など人が集中

する地域に新駅を設置するなどの利用促

進策がある」と主張した。 

 また、県交通対策室の担当者は、０５

年３月に廃止になった日立電鉄の地域の

影響を報告。代替バスでは輸送人員が３

割まで落ち込んでいる現状を述べた。

【栗本優】 

H19.5.28 常陽新聞 

湊鉄道の存続訴え、講演会 

那珂湊地区に続き、勝田地区で 

 茨城交通湊線（勝田―阿字ケ浦間、十

四・三㌔）の存続のため支援策などを協

議している湊鉄道対策協議会（会長・本

間源基ひたちなか市長）と「おらが湊鉄

道応援団」（佐藤彦三郎団長）は二十七

日、ひたちなか市青葉町の市文化会館で、

「茨城交通湊線を存続させるための講演

会」を開いた。市民ら約四百人が参加、

支援のあり方や存続の可能性について考

えた。 

 三月に那珂湊地区で開いたのに続き、

市全体の問題として考えていこうと勝田

地区でも企画。本間ひたちなか市長は

「日立電鉄線は廃止後、代替バス利用が

三割で、七割はマイカーに移った。バス

で簡単に代替が利くというものではない。

地球温暖化問題など今の時代に合った乗

り物として、鉄道は見直されるべき。市

全体の問題として考え、何とか知恵を集

め、市民の協力を得て残していきたい」

と訴えた。 

 今城光英大東文化大副学長が「湊鉄道

と地域の紐帯（ちゅうたい）」、廃止の危

機から全国発の第三セクター路面電車の

万葉線（富山県）の吉田千秋総務課次長

が「市民が支える路面電車『万葉線』―

事業者からみた鉄道活性化」と題してそ

れぞれ基調講演したほか、県企画課交通

対策室の鈴木博係長が日立電鉄線廃止後

の地域への影響、県と市の委託で湊線再

生の調査を担当したライトレールの阿部

等社長が調査の概要を報告した。 

 阿部社長は、利用者増には利便性の向

上が必要だと指摘、スピードアップや運

行本数の増加、最終時刻を遅くするなど

の方法を具体的に示すとともに、導入が

検討されているＤＭＶ（デュアル・モー

ド・ビークル、道路も走れる車両）に期

待を示した。 

 講演会では湊線応援歌「季節の風」が

披露されたり、沿線の県立海洋、那珂湊

一、那珂湊二の三高校の生徒十五人が登

壇し、「湊線を残そう」とアピール、存

続を訴えた。 
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